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わ
が
国
で
は
少
子
化
が
急
速
に
進

ん
で
お
り
、平
成
26（
２
０
１
4
）

年
の
合※

計
特
殊
出
生
率
は
前
年
を
下
回

る
1
・
42
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、社

会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
仕
組
み
と

し
て
、24（
２
０
１
2
）年
に
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
」「
認
定
こ
ど
も
園
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」「
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律（
児
童
福

祉
法
等
の
改
正
）」
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
内
容
は
、質
の
高
い
幼
児
期
の

学
校
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
、保

育
の
量
的
拡
大
・
確
保
策
の
展
開
、地

域
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、従

来
の
子
育
て
支
援
施
策
「
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
も
踏
ま
え
、27（
２
０ 

１
5
）年
3
月
ま
で
に
地
方
自
治
体
を
中

心
に
地
域
の
子
育
て
支
援
を
充
実
す
る

計
画
が
急
ピ
ッ
チ
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
健
や
か
な
子

ど
も
の
育
ち
を
促
す
と
い
う
就
学
前
教

育
の
理
念
は
同
じ
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、

幼
稚
園
と
保
育
所
は
明
治
初
年
か
ら
二

元
化
が
続
い
て
い
ま
し
た
。し
か
し
現
在
、

北
欧
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等
の
幼
児
教

育
先
進
国
は
幼
保
一
元
化

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、乳

幼
児
期
の
遊
び
を
通
し
て

形
成
さ
れ
た
情
緒
の
安

定
、認
知
能
力
、社
会
性

は
学
び
の
基
礎
で
あ
る
こ

と
、ま
た
、そ
の
能
力
の
獲

得
は
親
の
就
労
形
態
に

よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、乳
幼
児
は
等

し
く
同
じ
保
育
を
受
け
る

権
利
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、少

子
化
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

異
年
齢
の
中
で
の
関
わ
り

は
成
長
に
と
っ
て
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。し
た

が
っ
て
、養
護
と
教
育
の
融
合
を
考
慮
し

な
が
ら
、長
い
目
で
一
人
一
人
の
子
ど
も

の
発
達
を
し
っ
か
り
見
て
保
育
す
る
と
い

う
、子
ど
も
の
健
や
か
な
発
達
を
促
す
こ

と
に
着
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

一
方
、18（
２
０
0‌

6
）年
に
は
、ヘ
ッ
ク

マ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
学
者
ら
が
社

会
投
資
的
な
観
点
か
ら
、乳
幼
児
期
へ
の

投
資
効
率
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、O
E
C
D（
経
済
協
力
開
発

機
構
）で
就
学
前
教
育
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
、各
国
の
政
策
に
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。ま
た
、就
学
前
教
育
の
質
が
貧
困
と

関
連
し
て
い
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、わ
が
国
に
お
け

る
新
制
度
の
実
施
は
、画
期
的
な
一
歩
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。同
時
に
、幼
保
一
体

化
も
含
め
た
0
歳
か
ら
の「
遊
び
を
通
し

た
学
び
」と
い
う
保
育
の
質
の
具
体
的
内

容
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
層
求
め
ら
れ
ま

す
。現
在
、わ
が
国
に
お
け
る
各
省
庁
の

副理事（就学前教育・研究推進担当）�
幼年教育コース教授

就学前教育カリキュラム研究開発室室長

名
な

須
す

川
かわ

知
とも

子
こ

就学前教育
就学前の乳幼児の教育・保育の質の向上のため、平成27（2015）年4
月から「子ども・子育て支援新制度」がスタートしました。子育ての社会
化として、認定こども園を含めた子育て支援のさらなる充実が進んでい
ます。兵庫教育大学でも子育て支援ルーム「GENKi」を開設し、学生の
専門職性と地域の子育て支援事業の充実を目指して取り組んでいます。

教育最前線
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一
元
化
は
無
理
で
も
、施
設
機
能
が
一
体

化
に
向
か
う
の
で
あ
れ
ば
、こ
の
こ
と
を

き
っ
か
け
に
保
育
内
容
の
均
質
化
と
未
来

を
つ
く
る
子
ど
も
に
掛
け
る
投
資
に
も

期
待
で
き
、親
と
保
育
者
、そ
し
て
地
域

の
大
人
に
よ
る
社
会
で
の
子
育
て
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
国
の
方
策
の
中
、兵
庫
教

育
大
学
で
は
、幼
年
教
育
コ
ー
ス
を
中
心

に
、小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
の
0
～
5

歳
児
を
対
象
に
し
た
教
育
の
充
実
を
図

る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
ず
、幼
稚

園
教
諭
・
保
育
士（
合
わ
せ
て
「
保
育
教

諭
」）を
養
成
す
る
立
場
と
し
て
、「
保
育

教
諭
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」の
策
定
や
大
学
院

で
の「
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
資
格
取
得
を
実
施
し
て
い
ま
す
。い
ず

れ
も
国
立
大
学
初
の
、兵
庫
教
育
大
学
独

自
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
研
究
の
柱
と
し
て
、26
年

度
か
ら
は
文
部
科
学
省
特
別
経
費
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
高
度
な
専
門
職
業
人
の
養
成

や
専
門
教
育
機
能
の
充
実
）に
採
択
さ
れ

た
事
業「
大
学
の
機
能
強
化
と
し
て
の
就

学
前
教
育
専
門
職
養
成
の
高
度
化
と
幼

小
連
携
を
含
め
た
総
合
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

開
発
」を
展
開
し
て
い
ま
す【
図
1
】。一

連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を「
プ
レ
研
」（
就
学

前
教
育
＝
プ
レ
ス
ク
ー
ル
の
研
究
）と
呼

ん
で
お
り
、そ
の
一
環
と
し
て
子
育
て
支

援
ル
ー
ム「
G
E
N
K
i

」の
設
置
と
、地

域
に
貢
献
す
る
形
で
の
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

G
E
N
K
i

の
名
称
はG

eneration

（
世
代
）、Education
（
教
育
）、Nurs-

ery

（
保
育
）、Kids

（
子
ど
も
）と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
の
頭
文
字
で
、昨
年
10
月
、

加
東
キ
ャ
ン
パ
ス
山
国
地
区
に
あ
る「
や

ま
く
に
プ
ラ
ザ
」
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

開
所
以
来
、27（
2
0
1
5
）年
4
月
末
で

2
0
0
人
の
登
録
者
を
数
え
る
ま
で
に

な
っ
て
い
ま
す【
図
2
、3
】。子
ど
も
の
年

齢
は
0
～
2
歳
が
8
割
以
上
を
占
め
、毎

回
、新
し
い
親
子
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

G
E
N
K
i

で
は
、幼
保
一
体
化
と
し

て
、附
属
幼
稚
園
と
の
連
携
も
強
化
し
て

い
ま
す
。0
～
2
歳
は
親
子
で
来
て
、ゆ
っ

た
り
と
時
間
を
か
け
て
良
い
親
子
関
係

を
築
く
こ
と
を
第
1
の
目
的
と
し
て
い

ま
す
。そ
し
て
、3
歳
か
ら
は
幼
稚
園
へ
の

入
園
で
友
達
と
の
関
わ
り
の
中
に
入
っ
て

い
き
ま
す
。ま
た
、孤
立
し
が
ち
な
親
同

士
や
、学
生
、祖
父
母
世
代
と
い
っ
た
多
世

代
の
交
流
の
場
に
も
な
り
ま
す
。こ
の
よ

う
に
、子
ど
も
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

世
代
の
人
た
ち
が
継
続
し
て
関
わ
る
こ

と
で
、お
互
い
に
育
ち
育
て
ら
れ
、大
学

や
附
属
施
設
を
中
心
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

※�合計特殊出生率：一人の女性が一生の�
間に生むとしたときの子どもの数�
（参考：厚生労働省ホームページ）

就学前教育

大学

○学部・大学院のカリキュラム開発 ○子育て支援ルームでの実証研究 ○兵教大子ども・子育て会議
○附属学校園との連携による実践研究 ○園内外の先進例の調査 ○地域連携事業

【図1】就学前教育カリキュラム研究開発の構造図

就学前教育の在り方、小学校への連携を踏まえた総合的カリキュラム開発

【図２】GENKiの登録者数の推移

【図３】年齢別の利用割合（4月末日までの年齢）

養成の高度化 地域研修

▶�ひょうご地域子育て支援
大学間連絡協議会
▶教育委員会
▶子育て支援担当課

保育教諭スタンダードの
開発（学部）

幼保一体化施設
子育て支援モデルの構築

就学前教育専門職の
地域研修モデルの構築

就学前教育専門職
養成の教育課程の開発

子育て支援コーディネーターの
養成（大学院）

附属幼稚園
小学校

子育て支援
ルーム設置

連携効果の検証

実習と評価の検証 研修効果の検証
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教育最前線

広い室内で親子がゆったりと過ごしながら仲間づくりや子育ての情
報交換などをできる場所として、週3日、乳幼児とその保護者に無
料で開放している子育て支援ルーム「GENKi」。理論と実践の融
合を目指し、室内は細部にわたってさまざまな工夫を施しています。
保育経験のある2人の専門スタッフがこだわりの一部を紹介します。

学校教育学部
幼年教育系コース4年

知
ち

平
ひら

由
ゆ

梨
り

子
こ

さん

打ち合わせをするスペースやボ
ランティアスタッフの荷物置き
場などとして活用しています。

室内から直接出られる
ウッドデッキは、親子で安
心して遊べるよう、衛生
面に配慮した砂場があり
ます。ここで砂場デビュー
した子どもたちも増えて
きました。

黄色とオレンジを基調にし
た親子のための休養室
で、くつろげるようにソファ
や授乳用のついたてを用
意。お薦めの絵本をたくさ
ん用意し、座って読み聞か
せできるようにカーペットを
敷いています。

受付で渡す名札は、ひと
目で年齢が分かるように
色分け。保護者がわが子
より少し先の成長を確認
できたり、同じ年齢の子を
持つ親同士が会話する
きっかけになったりします。

ボランティアの学生の声

利用者の声

スタッフルーム

砂場

受付

ほっとルーム

「GENKi」
子育て支援ルーム

家から近く、オープン初日から通っ
ています。ここにあるのは安全なも
のばかりなので、安心して遊ばせ
ることができて助かっています。頭
や体を使ういろいろなおもちゃが
置いてあり、それらで遊んでいる様
子を見て、娘は体を動かすのが好
きなんだと発見できました。

ここに通うようになって、娘が前よ
り社交的になりました。人見知り
や場所見知りをしなくなり、先生と
いう存在の認識もできたようです。
おもちゃが増えたり季節ごとに飾
り付けが変わったりと、子どもが飽
きないように工夫されているのも
いいですね。

卒業研究で子育て支援を取り上
げたいと思い、4月から週1回の
ペースで通っています。保育士を
目指しており、子どもと関わる機
会を持てるのはありがたいです
ね。普段、学校では体験できない
ことを経験させてもらっています。
特に、現場経験が豊富な先生
方の子どもとの接し方は、見てい
てとても勉強になります。

施設紹介
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（イチオシのおもちゃ）

子育てアドバイザー
臨床発達心理士
就学前教育カリキュラム研究開発室特命助教

高
たか

畑
はた

芳
よし

美
み

子ども用トイレに温座を導入。トイレトレーニ
ング中の子も、「温かい」と面白がって座って
いるうちに、パンツを脱いでできるようになり�
ます。成功体験が子どもの自信につながり、外
出先でトイレに行けるようになったという子も。

ピンクが基調の優しい色合いの室内に、子どもたちが自由
に遊べるこだわりのおもちゃがいっぱい。それぞれ、発達段
階に応じた動線を考えて配置しています。

ジャンピングカートレイン
ベック社
偶然に置いただけでも木の車がコトコトと
音を立てながら落ちていくので0歳児も遊
べます。木製
で角が丸く
処理されて
いるので安
全です。

学生の手作りおもちゃ
さまざまな音が鳴るフェルトの積み木、魚
釣りのセットなどは、学生たちが授業の一
環で作成。完成後も子どもたちが遊ぶ様
子を観察し、もっと喜んでもらえるようにと
工夫を重ねたもので、保護者からも大好
評です。

フェルトの魚
切り込みを入れボタンを付けただけの簡
単な手作りおもちゃ。どんどんつなげていく
ことが子どもには楽しく、遊ぶうちに手先
が器用になります。

◎スタッフ厳選のおもちゃ
子どもたちが何度も繰り返し遊び込むことができるような、年
齢に合わせた良質なおもちゃを置いています。特に、木のお
もちゃは少々乱暴に扱っても壊れず、手触りもいいのでお薦
めです。角がなく、たとえ投げたりしても大きなけがにつながら
ないような大きさのものを選んでいます。

◎配置の工夫
出入り口付近では人の往来が気になって遊びに集中でき
ずに走り回ったりすることがあるため、入室してすぐ目に付く
所には誰でも遊べるボールプールを、集中して遊べるままご
とセットなどは奥の方に置いています。2歳以下の子向けに
は、おむつを替えやすいよう、ロッカーに近い場所に親子で
遊べるスペースを確保しています。

専門スタッフ

トイレ

げんきルーム

もともと幼稚園の教員として発達障害のお
子さんたちへの指導を担当していました。こ
こでは個別に時間を設けて相談に応じるこ
ともありますが、お母さんたちが構えなくても
いいような、さりげない＂横並びの子育て相
談＂を普段から心掛けています。ささいなこ
とかもしれないけれど保護者にとっては大
事件というような悩みを聞いて、一緒に解
決していければと思っています。

最近は口コミなどで利用者がどんど
ん増え、1日に20〜25組ほどが訪
れます。子どもの発達段階を考えた
工夫がいっぱいなので、保護者の
皆さんにあらためてここの良さを説
明しなくても、施設にあるものから
感じ取ってもらえているからだと思
います。また、ボランティアとして運
営に携わってくれている学生たちに
は、ここでたくさんの経験を積み重
ねて現場で生かしてほしいです。

※�げんきルームの遊具のレイアウトは�
変更することがあります

子育てアドバイザー
就学前教育カリキュラム研究開発室特命助教

礒
いそ

野
の

久
く

美
み

子
こ

楽器コーナー

お絵かきコーナー

インフォメーション
▶開室日時／月曜、火曜、木曜（祝休日を除く）9時～12時　▶対象／主に0歳から未就園の乳幼児と保護者
▶問い合わせ／加東市山国2007-109　40795・40・2231
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研究レポート
research study report●「理論と実践の融合」に関する共

同研究活動とは／兵庫教育大学の
ミッションの一つである「教育実践
学の推進」をより一層図り、その成果
を国内外に発信し、学校現場や教
育委員会のニーズに応えるため、平
成23（2011）年度から「理論と実践
の融合」に関する学際的な共同研
究を教員から公募し展開しています。

（
平
成
25
・
26
年
度「
理
論
と
実
践
の
融
合
」に
関
す
る
共
同
研
究
活
動
に
採
択
）

言
語
習
得
理
論
に
基
づ
く

小
学
校
英
語
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

文化表現系教育コース
教授

菅
すが

井
い

三
かず

実
み

平
成
23（
2
0
1
1
）年
度
に

小
学
5
年
生
と
6
年
生
に

対
し
て
小
学
校
外
国
語
活
動（
英

語
教
育
）が
必
修
化
さ
れ
ま
し
た
。

将
来
的
に
は
、中
学
年
へ
の
拡
張
が

予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
流
れ
の
中

で
、本
研
究
は
、英
語
圏
の
子
ど
も

が
母
語
と
し
て
の
英
語
を
獲
得
す

る
プ
ロ
セ
ス
を
体
系
化
し
た「
用
法

依
存
モ
デ
ル
」と
い
う
理
論
に
着
目

し
、こ
れ
を
応
用
す
る
こ
と
で
小

学
生
に
も
無
理
の
な
い
方
法
で
英

語
力
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。用
法
依
存
モ
デ
ル
に

よ
る
と
、幼
児
の
英
語
獲
得
過
程

に
は
、表
に
挙
げ
た
よ
う
な
四
つ
の

段
階
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
月
齢
12
カ
月
の
幼
児

が
使
う「
一
語
文
」を
小
学
生
に

導
入
し
て
み
ま
し
た
。
一
語
文

は
、内
容
的
に
は
複
数
の
語
か
ら

成
る
意
味
を
持
ち
な
が
ら
形
式

的
に
は
一
つ
の
語
の
よ
う
に
用
い

ら
れ
る
表
現
を
い
い
ま
す
。
例
え

ば
、I-w

anna-do-it

（
そ
れ
欲
し

い
）、Lem

m
e-see

（
え
ー
と
）、Here-

w
e-go

（
さ
あ
、や

ろ
う
）
な
ど
の
よ

う
に
、大
人
か
ら
聞

い
た
発
話
を
一
つ
の

「
固
ま
り
」と
し
て
認
識
し
、そ
の

ま
ま
使
え
ば
よ
い
も
の
で
、授
業

で
も
児
童
は
一
語
文
を
非
常
に
ス

ム
ー
ズ
に
習
得
し
ま
し
た
。「
習
得

し
た
」と
言
え
る
の
は
、U
S
B
型

レ
コ
ー
ダ
ー
を
児
童
の
胸
に
装
着

し
、練
習
中
の
児
童
の
発
話
を
確

認
し
て
い
た
か
ら
で
す【
写
真
】。一

語
文
は
、有
用
な
表
現
な
の
に
中

学
校
以
降
で
学
ぶ
機
会
が
少
な
い

の
で
、早
い
段
階
で
導
入
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

第
2
段
階
の「
軸
語
ス
キ
ー
マ
」

と
は
、例
え
ば
、It's

+
□（
そ
れ
は

□
だ
よ
）やW

here is

+
□（
□

は
ど
こ
な
の
）な
ど
の
よ
う
に
、変

数（
＝
□
）と
定
数
を
含
む
短
い
パ

タ
ー
ン
の
こ
と
で
、変
数
を
入
れ

替
え
る
こ
と
で
自
由
に
表
現
を
作

れ
る
も
の
で
す
。今
回
の
研
究
で

は
、可
算
名
詞
に
対
す
る H

ow

 

m
any girls 

や H
ow

 m
any 

apples 

か
ら H

ow

 m
any

+
□

が
習
得
さ
れ
、発
展
的
に
、How

 

m
uch snow

 

や H
ow

 m
uch 

rubbish 

か
ら H

ow

 m
uch

+

□
が
習
得
さ
れ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。さ
ら
に
、How

 long

と
い
う
表
現
の
習
得
に
成
功
し

た
こ
と
か
ら
、児
童
は
、も
う
一

つ
抽
象
度
の
高
いH

o
w

+
 □ 

と
い
う
軸
語
ス
キ
ー
マ
を
形
成
し
た

こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す【
図
】。

　

全
体
の
結
論
と
し
て
、用
法
依

存
モ
デ
ル
の
知
見
は
日
本
の
小
学

校
英
語
教
育
に
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。今
回
の
結
果
を

基
に
指
導
法
を
体
系
化
し
、そ
の

考
え
方
や
具
体
的
な
教
材
を
現

場
の
先
生
方
に
提
供
す
る
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
す
。

特有の表現 平均的な月齢

第１段階 一語文 12カ月

第２段階 軸語スキーマ 18カ月

第３段階 項目依拠構文 24カ月

第４段階 抽象構文 36カ月

【図】軸語スキーマの形成

【表】�用法依存理論における英語獲得の4段階

【写真】USB型レコーダー
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ZOOM
IN

Q&A
先
生
が
専
門
と
し
て
い
る
放

散
虫
と
は
。

海
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
一
種
で
、

国
内
で
よ
く
見
ら
れ
る
化
石
で

す
。5
億
年
前
か
ら
地
球
上
に

存
在
し
、大
き
さ
は
0
・
1
㍉
ほ
ど
。日

本
は
放
散
虫
の
研
究
が
盛
ん
で
、世
界
の

研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
研
究
す
る
余
地
が
た
く
さ
ん

あ
る
面
白
い
分
野
で
、新
し
い
も
の
が
見

つ
か
っ
た
と
き
は
非
常
に
楽
し
い
で
す
ね
。

半
年
前
に
も
中
国
地
方
で
一
番
古
い
化

石
を
発
見
し
て
学
生
が
卒
業
論
文
で
書

き
ま
し
た
。化

石
の
研
究
で
分
か
る
こ
と

と
は
。

ま
ず
、地
層
の
年
代
が
決
ま
り

ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
昔
の
生
物

が
ど
う
い
う
生
活
を
し
て
ど
の

よ
う
に
進
化
を
し
て
き
た
か
、さ
ら
に
当

時
の
地
球
環
境
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
で

き
ま
す
。他
に
も
、石
油
な
ど
の
資
源
探

査
や
、建
物
を
建
設
す
る
前
に
行
う
地

質
調
査
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

指
導
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と

は
。

学
生
た
ち
は
教
員
を
目
指
し
て 

　
い
る
の
で
、自
分
自
身
で
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
頭
の
訓
練
を
す

る
こ
と
で
す
。そ
し
て
、専
門
で
は
な
い
人

に
も
き
ち
ん
と
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
、卒
業
論
文
を
書
い
た
後
に
し
っ
か
り

と
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。発
表
会
に
は
2

〜
4
年
生
や
大
学
院
生
も
参
加
す
る
の

で
学
生
に
は
か
な
り
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る

よ
う
で
す
が
、そ
こ
ま
で
し
な
け
れ
ば
本

当
の
意
味
で
の
勉
強
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
。

地層の方向や傾斜を測るクリノメーターと
3代目となるハンマーは、放散虫が集積し
てできたチャートなどを採取する際のマス
トアイテム。ゼミ生らを引率する時は加西
市や多可町など北播磨
地域が中心で、場所が
分かっていれ
ば1日で終え
るという。

フィールドワークのお供

毎日、研究室でのティータイムに愛用し
ているマグカップは、20年ほど前に学生
からプレゼントさ
れたもの。「アップ
ル社のロゴが今と
違って虹色ですか
らね。貴重でしょ
う」

マグカップにもアップル

アップル社のパソコンとの出合いは、国際深海
掘削計画でインド洋を航海中に船上で。「きれ
いに絵が描けるので、これや！と思いましたね」。
初代は兵教大に就職した年に冬のボーナスを
はたいて購入したMacintosh Plusで、現在は
小和田善之教授の部屋に鎮座しているとか。
もちろん、今もパソコ
ンやスマートフォンは
アップル社製で統一
し、常に持ち歩いてい
るMacBook Air
は講義でも活用
している。

パソコンは断然Mac派

先生に質
問！

癒やしの音楽

オーストラリアで購入した20億年ほど前の
縞状鉄鉱床や、米国で入手した2億年前
の珪化木をはじめ、世界各国の多種多様
な化石を数多く所有している。「小学校の
授業などで披露すると、目を輝かせて喜んで
くれるんですよ」。
右は学生時代に
初めて新発見し、
論文に書いた思
い出深い放散虫。
古生代最後のも
のと判明したそう。

化石コレクション

iPhoneに好きな曲を入れ、片道1時間の通勤
時に車中で流しているという。ジャンルはクラシ
ック、演歌のどちらか。「眠くなったときは村田
英雄。窓を閉めて、一緒に歌っています」

QQQ AAA

認識形成系教育コース
〔自然系教育分野（理科）〕

竹
たけ

村
むら

厚
あつ

司
し

 教授

大阪府出身。昭和55（1980）年京都大学を卒業後、
60年に同大学大学院理学研究科博士課程を修了。
63年に兵教大の教育学部助手となり、助教授、准教
授を経て平成22（2010）年から現職。研究分野は地
質学と古生物学で、中でも日本とニュージーランドの
放散虫化石が専門。授業は「生命と地球の科学」（学
部）、「理科教科内容論Ⅷ」（修士課程）などを担当。

こ の 先 生 に ズ ー ム イ ン
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同窓生からの手紙letters from ob & og

問兵庫教育大学都道府県連携推進本部　30795・44・2406　50795・44・2376　Hyokyo-net ▶▶▶htt p://www.hyokyo.net

▶同窓会・都道府県連携推進本部からのお知らせ

第35回大学院同窓会総会・研究大会in宮城の開催
大学院同窓会は各都道府県支部の持ち回りとしており、今年は宮城県で
開催します。詳細は「Hyokyo-net」をご覧ください。

◎開催日	 8月1日㊏、2日㊐
◎会場	 ホテル白萩（仙台市）
◎内容	 修了生の教育実践研究活動等に係る表彰、教育実践発表

講演（講師:加治佐哲也学長、畠山重篤NPO法人森は海の�
恋人理事長）、震災遺構候補施設や松島などの見学

夢を持ち続け
一つ一つの経験を大切に

学
部
時
代
は
ピ
ア
ノ
に
無
我
夢

中
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

が
、音
楽
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
た
い
と
小
学
校
教
員
免
許

を
取
得
で
き
る
兵
教
大
大
学
院
に

入
学
し
ま
し
た
。

　

修
士
課
程
で
は
、多
様
な
専
門
分

野
を
持
ち
な
が
ら
教
員
を
目
指
す

友
人
と
出
会
い
、視
野
が
広
が
り
ま

し
た
。演
奏
は
も
ち
ろ
ん
、総
合
芸

術
教
育
に
関
す
る
研
究
に
大
き
な

魅
力
を
感
じ
て
進
学
し
た
博
士
課

程
で
は
、文
献
調
査
や
教
材
開
発
を

す
る
傍
ら
、附
属
小
学
校
で
音
楽
と

図
工
科
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤

務
し
、研
究
と
実
践
に
没
頭
で
き
る

貴
重
な
環
境
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
か
は
大
学
教
員
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
が
届
き
、現
在
は
保
育

者
や
小
学
校
教
員
を
目
指
す
学
生

の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。演
奏
や
研

究
活
動
も
続
け
て
お
り
、先
日
は
関

西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
の

共
演
と
い
う
長
年
の
夢
を
か
な
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

夢
を
持
ち
続
け
、人
と
の
出
会
い

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、今
の
私
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。在
学
生
の
皆

さ
ん
も
一
つ
一
つ
の
経
験
を
大
切
に
、

目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

扌
赤
穂
市
内
の
小
学
校
で
の
音
楽
鑑
賞
会「
展
覧
会
の
絵

の
ひ
み
つ
」

兵庫大学短期大学部専任講師
四天王寺大学非常勤講師

井
いの

上
うえ

朋
とも

子
こ

さん

神戸市出身。大阪教育大学を卒業後、修士課程（小学校教員
養成プログラム）を経て平成24（2012）年に博士課程修了。博
士号取得。現在は、兵庫大学短期大学部、四天王寺大学で音
楽指導を行っている。

とにかく教員自身が
楽しいと思うことが重要

私
は
今
、最
高
に
楽
し
く
教
員

と
い
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
、授

業
づ
く
り
で
は「
楽
々
か
ん
た
ん
授

業
」、学
級
づ
く
り
で
は「
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ハ
ッ
ピ
ー
学
級
」を
目
指
し
て

日
々
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
が
毎

日
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
り
、自

己
重
要
感
も
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、と
に
か
く
教
員

自
身
が「
楽
し
い
」と
思
う
こ
と
で

す
。人
と
比
べ
る
の
で
は
な
く
、今

の
自
分
は
以
前
よ
り
成
長
し
て
い

る
と
考
え
る
と
心
が
楽
に
な
り
ま

す
。そ
う
し
て
自
己
重
要
感
が
満

た
さ
れ
る
と
、自
分
ら
し
さ
を
出
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

兵
教
大
の
皆
さ
ん
も
毎
日
笑
顔

で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。そ
の
気
持
ち
が
教
員
に

な
っ
た
後
も
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。在
学
中
も
卒
業
後
も
、自
分
が

楽
し
い
と
思
え
る
毎
日
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

私
も
さ
ら
に
自
分
自
身
が
楽
し

い
と
思
え
る
実
践
を
し
、子
ど
も
た

ち
を
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
に
顔が

ん

晴ば

り
ま
す
。

扌
朝
の
時
間
に
、楽
し
く
音
読
を
し
て
い
る
様
子
で
す

福岡県岡垣町立戸切小学校教諭
桑
くわ

原
はら

健
けん

介
すけ

さん

福岡県出身。平成9（1997）年、学校教育学部生活健康系体育
コースを卒業後、福岡県の公立小学校に勤務。学力向上や学
級づくりに力を入れている。
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学
業
に
打
ち
込
む
傍
ら
、市

民
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
ほ
ぼ

毎
月
、時
に
は
２
週
続
け
て
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
出
場
。数
々
の
レ
ー
ス
で

好
成
績
を
収
め
、11
月
に
開
催
さ

れ
る
第
１
回
お
か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
で

は
初
め
て
招
待
選
手
に
選
ば
れ
た
。

　

初
マ
ラ
ソ
ン
は
平
成
２３‌（
２
０
 

１
１
）年
２
月
。
大
学
卒
業
を
間

近
に
控
え
、中
学
か
ら
続
け
て
き

た
陸
上
競
技
を
や
め
る
前
の
最

後
の
思
い
出
に
と
出
場
し
た
。記

録
は
２
時
間
43
分
１
秒
。「
教
員

の
新
任
研
修
を
受
け
て
い
る
最
中

に
、『
あ
と
１
分
早
け
れ
ば
福
岡

国
際
マ
ラ
ソ
ン
に
出
ら
れ
た
の
に
』

と
い
う
先
輩
の
言
葉
を
思
い
出
し
、

そ
の
大
会
に
出
た
い
と
ま
た
走
り

始
め
ま
し
た
」

　

春
か
ら
は
技
術
科
教
員
と
し
て

働
き
な
が
ら
、ま
ず
は
11
月
の
大

阪
マ
ラ
ソ
ン
で
２
時
間
40
分
を
切

る
こ
と
を
目
標
に
、出
勤
前
や
帰

宅
後
に
練
習
を
重
ね
た
。そ
し
て

迎
え
た
本
番
、設
定
タ
イ
ム
を
大

幅
に
上
回
っ
た
こ
と
で
、一
気
に
の

め
り
込
ん
だ
と
い
う
。

　

以
来
、休
日
を
利
用
し
て
全
国

各
地
の
大
会
に
参
加
。「
知
ら
な
い

道
を
走
れ
る
こ
と
が
マ
ラ
ソ
ン
の
醍だ

い

醐ご

味み

で
す
。沿
道
で
太
鼓
や
ダ
ン

ス
の
応
援
が
あ
っ
た
り
、名
物
料
理

が
並
ん
で
い
た
り
と
地
元
の
温
か

い
も
て
な
し
も
大
き
な
魅
力
で
す

ね
」

　

一
方
、赴
任
し
た
特
別
支
援
学

校
で
は
教
員
と
し
て
大
き
な
壁
に

ぶ
つ
か
る
。「
自
分
の
中
に
引
き
出

し
が
な
さ
す
ぎ
て
無
力
感
に
襲
わ

れ
ま
し
た
」。も
う
一
度
学
び
直
し

た
い
と
、１
期
生
だ
っ
た
父
親
の
母

校
で
あ
る
兵
教
大
大
学
院
に
入
学
。

現
在
は
研
究
の
合
間
を
縫
い
、キ
ャ

ン
パ
ス
周
辺
を
毎
日
走
っ
て
い
る
。

　

印
象
に
残
っ
て
い
る
レ
ー
ス
に
、

今
年
２
月
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
を
挙

げ
る
。大
会
２
日
前
、痛
め
て
い
た

太
も
も
裏
の
肉
離
れ
が
再
発
。そ

れ
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、当
日
も

ず
る
ず
る
と
ペ
ー
ス
が
落
ち
て
い
っ

た
。「
32
㌔
辺
り
で『
何
の
た
め
に

出
て
る
ん
や
』と
自
問
自
答
し
、思

い
切
っ
て
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
ま
し
た
。

意
外
に
も
、そ
の
ま
ま
最
後
ま
で

走
り
切
れ
た
の
で
す
」。結
果
的
に
、

自
己
記
録
を
２
年
３
カ
月
ぶ
り
に

更
新
す
る
好
タ
イ
ム
と
な
っ
た
。

　
「
何
事
も
最
後
ま
で
可
能
性
が

あ
る
う
ち
は
諦
め
た
ら
駄
目
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。マ
ラ
ソ
ン
で
得
た

経
験
は
、教
員
に
戻
っ
て
か
ら
生
徒

た
ち
に
伝
え
た
い
で
す
」

修士課程
行動開発系教育コース2年

東
ひがし

田
だ

  薫
かおる

さん

昭和62（1987）年、大阪市生まれ。大
学卒業後、大阪市立視覚特別支援学
校で中学部技術科を3年間担当。平成
26（2014）年に大学院入学。主な戦績
は第22回津山加茂郷フルマラソン全
国大会連覇、第26回加古川マラソン総
合優勝など。自己ベストは東京マラソン
2015の2時間26分1秒。

今年4月に出場した和歌山県新宮市の「第
17回奥熊野いだ天ウルトラマラソン」では、
65㌔の部門で連覇を達成した

諦めないことの
大切さを
生徒に伝えて
いきたいです

キラリな人
shiny person
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学部生

大学院生

データで見る兵教生hyokyo's data

学部への入学を検討されてい
る方が対象の「オープンキャン
パス」は、例年7月に加東キャ
ンパスで開催し、毎年、1,500
人前後の来場者があります。
内容は盛りだくさんで、教員を
志望する学生たちがどのような
環境でどんな学びや活動をし
ているかを1日で体験できると
ても良い機会です。大学院に
入学を検討している方が対象
の「大学院説明会」は、例年5
月から1月にかけて全国で、土
曜日に計15回開催しており、
本学でどのような学びができる
かを詳しく知る貴重な機会です。
兵教大のウェブサイトで詳細を
ご覧の上、ぜひお越しください。

私は小学生のころから教員になりたい
と思っており、漠然とですが兵教大に
入学したいと思っていました。しかし、本
気で志望校を決定しようとすると他大
学と迷うことがありました。そんな時にオ
ープンキャンパスに参加し、さまざまな
企画を体験していく中で本学の魅力を
感じ、やっぱり入学したい！とはっきり思
うことができました。しっかり大学を知る
ということも大事だと思いますが、自分
が本当にやりたいことを再確認できる
チャンスでもあると思うので、ぜひオープ
ンキャンパスに参加してみてください！

数年前から大学院での学びを漠然と夢見
ていましたが、とにかく一度様子を見に行っ
てみようと思い、本学での説明会に参加し
ました。その時に「学校現場の実践を理論
で見直す、理論と実践の融合」という先生
方の話にわくわくし、さらには、「いくつになっ
ても学び直しはできる」という在学生の方
の言葉に勇気をもらったことを、今でも鮮明
に覚えています。それは、私がはっきりと大
学院受験を決めた瞬間でした。まさに、「百
聞は一見にしかず」です。あの大学院説明
会でのさまざまな出会いのおかげで、今、仲
間と励まし合いながら思う存分学生生活
に集中できる幸せな毎日を過ごしています。

大
学
を
知
る
き
っ
か
け
に

ぜ
ひ
参
加
を

自
分
の
進
む
道
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
機
会
に

人
と
の
出
会
い
が

決
断
を
後
押
し

～第12回（平成26年度）学生生活実態調査報告書から検証～

企画課副課長
谷
たに

林
ばやし

径
みち

明
あき

大学院修士課程
学校心理・発達健康教育コース2年

池
いけ

田
だ

広
ひろ

子
こ

さん
学校教育学部
自然系コース2年

平
ひら

田
た

耕
こう

也
や

さん

↓ 本学のオープンキャンパスや進学ガイダンスに参加したことがありますか

■…オープンキャンパスと進学ガイダンスのどちらにも参加した　■…オープンキャンパスに参加した
■…進学ガイダンスに参加した　■…どちらにも参加したことがない　■…その他

■…加東会場の大学院説明会に参加　■…神戸会場の大学院説明会に参加
■…大阪会場の大学院説明会に参加　■…東京会場の大学院説明会に参加
■…福岡会場の大学院説明会に参加　■…参加したことが無い　■…その他　■…無回答

3.8%

0.9% 1.4%

6.4% 40.0%35.0%16.7%

2.7% 2.5%

38.1%

0.8% 1.5%

55.7%

大学院説明会に参加したことがありますか
（「修士課程」「専門職学位課程」の者のみ。複数回答可）↓

　

学
部
生
の
4
割
強
が
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
て
お

り
、入
学
先
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
学
生
は
多
い
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
毎
年
7
月
に
開
い
て
お
り
、今
年

度
は
7
月
19
日
㊐
に
開
催
。主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
学
概
要

説
明
、在
学
生
の
体
験
談
や
修
学
支
援
に
関
す
る
個
別
相

談
な
ど
。そ
れ
以
外
の
期
間
に
は
各
地
で
入
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

も
行
っ
て
お
り
、本
学
教
職
員
が
個
別
相
談
に
応
じ
る
。

　

ま
た
、大
学
院
生
は
半
数
以
上
が
全
国
5
会
場
で
開
催
す

る
大
学
院
説
明
会
に
参
加
し
て
い
る
。同
説
明
会
で
は
在
学

生（
修
了
生
）に
よ
る
体
験
談
、各
コ
ー
ス
お
よ
び
事
務
担
当

者
に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
を
行
う
。

今
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
学
部
／
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
今
号
の
裏
表
紙
を
、入
学

ガ
イ
ダ
ン
ス
は
兵
教
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
入
試
情
報
」を
参
照

▼
大
学
院
／
今
号
の
裏
表
紙
参
照

オープンキャンパスと大学院説明会
兵
教
大
を
知
る
絶
好
の
機
会

多
く
の
在
学
生
が
利
用

10Kyoiku-Shigosen



MUSIC

BOOK

MOVIE

SPOT

ワタシのイチオシ
心に残る映画、つい口ずさむ音楽、
行きつけのスポットや思い出の一冊。

みんなにも薦めたい私のお気に入りを紹介。

「授業に役立ちそう」なんて
思いながら観るのも面白いかも

ステラパークで
憩いのひとときを

心が癒やされる
歌詞に引かれます

ジ
ブ
リ
好
き
の
私
が
紹
介
し
た
い

の
は
、「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」で

す
。絵
の
美
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、主
人

公
の
姉
妹
の
い
つ
も
全
力
で
ピ
ュ
ア
な

姿
に
引
か
れ
ま
す
。今
回
お
薦
め
し
た

い
ポ
イ
ン
ト
は
、小
学
校
の
授
業
に
役

立
て
ら
れ
る
点
で
す
。主
題
歌
が
音

楽
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
り
し
ま
す

が
、ぜ
ひ
社
会
科
で
も
使
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。時
代
設
定
が
昭
和
30
年
代

と
あ
っ
て
、蚊
帳
や
七
輪
、井
戸
ポ
ン

プ
や
オ
ー
ト
三
輪
な
ど
今
で
は
見
る

こ
と
の
な
い
道
具
が
た
く
さ
ん
出
て

き
ま
す
。昔
の
道
具
や
暮
ら
し
に
つ
い

て
の
学
習
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。道
具
に

目
を
向
け
て
こ
の
作
品
を
見
れ
ば
、ス

ト
ー
リ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
教
材
研

究
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
イ
チ
オ
シ
ス
ポ
ッ
ト
は
社

中
央
公
園
ス
テ
ラ
パ
ー
ク
で

す
。場
所
は
本
学
か
ら
学
園
道
路
に

沿
っ
て
約
7
、8
分
下
っ
て
い
き
、「
嬉

野
」の
交
差
点
を
少
し
過
ぎ
た
所
に

あ
り
ま
す
。イ
チ
オ
シ
ポ
イ
ン
ト
は
天

気
の
い
い
日
は
日
当
た
り
が
良
く
、風

通
し
も
い
い
の
で
と
て
も
気
持
ち
が

良
い
所
で
す
。周
辺
も
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
で
、静
か
な
時
間
が
ほ
し
い

人
に
は
最
適
で
す
。ま
た
、学
校
帰
り

の
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で
い
た
り
、休

日
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
に
も
な
っ
た
り
と
、ま
ち
の
憩
い
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。季

節
に
よ
っ
て
は
夜
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
て
、と
て
も
き
れ
い
で
す
。ぜ

ひ
、行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

R
U
R
U
T
I
A
は
癒
や
し

の
女
神
と
も
い
わ
れ
、彼
女

の
歌
は
人
の
心
を
動
か
し
ま
す
。魂

ま
で
届
く
よ
う
な
不
思
議
な
歌
声

は
、ま
る
で
夜
明
け
を
告
げ
る
鳥
の

鳴
き
声
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
。夢

を
抱
い
て
現
実
と
い
う
壁
を
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
私
た
ち
は
、人
に
言

え
な
い
悩
み
や
悲
し
み
も
い
っ
ぱ
い
あ

る
で
し
ょ
う
。も
し
人
生
の
道
に
迷

う
日
が
訪
れ
た
ら
、彼
女
の「
ロ
ス
ト

バ
タ
フ
ラ
イ
」を
聴
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。「
さ
ぁ 

押
し
潰
す
よ
う
な
現
実

は　

き
っ
と
君
を
変
え
る
だ
ろ
う 

変
わ
れ
る
か
ら 

君
は
君
で 

在
り
続

け
る
の
さ
」。聴
く
た
び
に
心
が
癒
や

さ
れ
ま
す
。

も
と
も
と
、著
者
で
あ
る
又
吉

直
樹
さ
ん
の
フ
ァ
ン
な
の
で

興
味
が
あ
り
、読
ん
で
み
ま
し
た
。本

書
で
は
、漫
才
師
で
あ
る
先
輩
・
神

谷
と
後
輩
・
徳
永
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

“
笑
い
”を
語
り
合
う
中
で
、「
人
を

笑
わ
せ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」に

つ
い
て
追
求
し
て
い
ま
す
。“
笑
い
”に

対
し
て
一
点
の
曇
り
も
な
く
自
己

を
貫
く
神
谷
と
、理
想
と
現
実
の

間
に“
笑
い
”を
見
い
だ
そ
う
と
す
る

徳
永
。懸
命
に“
笑
い
”を
追
い
求
め

る
二
人
の
生
き
方
は
、多
く
の
人
を

感
動
さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。技
巧

豊
か
な
文
章
に
想
像
を
か
き
立
て

ら
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

となりのトトロ（DVD）
発売元／ウォルト・ディズニー・スタジオ・ジャパン

©1988 二馬力・G ¥4,700（税抜）

RURUTIA
「LOST BUTTERFLY」
発売元／USMジャパン

人を笑わせるとは
どういうことでしょうか

又吉直樹
「火花」
文藝春秋

修士課程
教育コミュニケーションコース1年

施
し

姗
さん

さん
専門職学位課程
小学校教員養成特別コース3年

坂
さか

本
もと

真
ま

理
り

子
こ

さん

学校教育学部
生活・健康系コース3年

宮
みや

田
た

広
こう

太
た

さん
学校教育学部
社会系コース4年

大
おお

西
にし

草
そう

平
へい

さん

社中央公園ステラパーク
加東市社
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〜学生や教員、地域向けの情報発信ページ〜うれしの掲示板

「声に出して読む―音読する」をテーマに、脳科学から発見された音読の秘
密や良い声を出す秘密など、国語教科書の歩みとともに構成しています。ま
た、音読教材や脳科学を取り入れ成果を挙げている教育現場についても
紹介します。早口言葉のトレーニングなど、楽しめるコーナーも。

◎開催期間／8月31日㊊まで
◎場所／教材文化資料館（附属図書館内）
◎開館時間／平日8:30～22:00、土曜・日曜・祝休日10:00～17:00
◎休館日／8月12日㊌～14日㊎、22日㊏
※臨時休館する場合があるので、附属図書館のホームページなどで確認してください

 教材文化資料館  0795・44・2362

教材文化資料館
平成27年度前期展
「音読のひみつ─脳の活性化と教育─」

学 教 市市

学校の理科の授業では、じっくりと触れることのできないような実験機器を
用意し、子どもたちが自主的に科学実験を楽しみ、感動体験を持つ環境を

つくり出すことで、理科
好きの子どもたちを増や
し、科学への興味・関心
を育みます。

◎日時／7月30日㊍～8月2日㊐　13:00～16:00
◎場所／小野市うるおい交流館エクラ（小野市中島町72） ハートフルサロン
◎�内容／実験機器展示コーナー、パネル展示コーナー、夏休みの課題サ
ポートコーナー
◎�その他／危険な機器があるので、小学3年生以下の児童は保護者同伴
での参加をお願いします。また、参加に係る障害保険等の加入について
も、必要に応じて各自でお願いします。
 社会連携センター  0795・44・2409    0795・44・2320

理科&科学の
地域でのサイエンス祭

平成27年度
外国人留学生歓迎パーティー

第34回教育実践学フォーラム

「子どもの発達の多様性と�
それを支える社会的環境」

5月15日　大学会館（食堂）
国際交流センターが主催し、加治佐哲也学長や役員をはじめ、本学関係
者、在校生、安田正義加東市長、藤本謙造加東市教育長、国際交流協
会役員、フレンドシップファミリーなど約120人、新入留学生約40人が出
席。新入留学生の代表者は「勉強だけではなく、友達をつくり、国々の文化
の違いを学びたい」とあいさつしました。本学のチアリーディング部やよさこ
い部、留学生有志によるパフォーマンスや演武、歌などが披露され、会場は
一体となって盛り上がりました。

3月7日　大阪大学中之島センター
連合学校教育学研究科における情報発信や地域貢献を目的として毎年
開催しているもので、今年度のメインテーマは「学力や健康に関わる社会的
要因と個人的要因－対立を超えて－」。ゲストスピーカーの鳥取大学地域
学部の寺川志奈子教授は、共に遊ぶことや楽しさを共有することの重要性
など、10年間にわたるコホート研究結果から得られた知見を紹介。参加した
現職教員や大学院生は熱心に聞き入り、質疑応答も活発に行われました。

※「うれしの」とは、加東キャンパスや附属学校などが集まる丘陵地「嬉野台」にちなみます

催 し
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ureshino bulletin board

教員養成大学の特色を生かしたラインアップで、皆さんの学習意欲に応えます。
日＝日時　所＝場所　対＝対象　定＝定員　¥＝受講料　〆＝申込期間

申問社会連携センター　  0795・44・2053、2409　  0795・44・2320

公開講座の受講生　教 市

絵画制作
絵画の制作を通し、表現・創作の楽しさを味わう
とともに、材料や技法についての知識を高めます
（申込者が5人以下の場合は開講しません）。
日 9月19日㊏、20日㊐、26日㊏、27日㊐
10:00～16:00（全4回）　所 加東キャンパス
対 一般市民　定 20人　¥  8,800円　〆 8
月31日㊊まで（先着）

身につける小さなアートづくり
芸術性あふれる金属製の小さなオブジェやアク
セサリーを制作し、アートを身近なものとして体
験します。
日 10月4日㊐、11日㊐13:00～16:00（全
2回）　所 加東キャンパス　対 一般市民　
定 15人　¥  5,460円　〆 9月14日㊊まで�
（先着）

板書の達人・田山修三氏の講演会

2月8日　共通講義棟106号室
教材文化資料館開館5周年記念展「めざせ！板書の達人」の特別イベ
ントとして、板書のエキスパートである北海道教育大学岩見沢校の田山
修三特任教授による講演会を開催。学生や教育関係者など181人の
参加者は、田山特任教授の巧みな話芸と魅力的な資料に引き付けられ
ました。講演会後の
アンケートでは、「非
常に役に立つ内
容だった」「ぜひ、ま
た開催してほしい」
といった声が多数
寄せられました。続
く関連イベント「第�
1回板書の達人」の
表彰式では、受賞者
（教材文化資料館
ホームページに掲
載）に賞状と記念品
が手渡されました。

扌絵画制作

【情報の対象】　学＝学部生・大学院生 教＝現職教員 市＝一般市民

募 集

2 月 〜 5 月 の 主 な 出 来 事

2月7日　神戸ハーバーランドキャンパス
インクルーシブ教育について考えるパネルディスカッションには、特別支援
学校の教員など約60人が参加。本学の樋口一宗教授の進行の下、岐阜
市立岐阜特別支援学校の神山忠教諭、東京大学の中邑賢龍教授、本学
宇野宏幸教授が地域支援の現状と課題から将来の地域支援を担うリー
ダー像などについて意見を交わし、最後に加治佐哲也学長があいさつしまし
た。また、計30人が参加した2つのワークショップ型研修では、演劇づくりを
通して気づきを促すコンサルテーションの在り方やワールド・カフェでの対話
から特別支援教育の共通解をどう育むかなどについて理解を深めました。

特別支援教育モデル研究開発室

「第3回発達障がい支援�
アドバンスド講座」
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現場の課題にお答えします！

子どもの褒め方、
叱り方のポイントは

何ですか。

国際交流事業で功績を挙げた
金助教を表彰

神戸ハーバーランドキャンパスに
「イノベーティブラボ」を開設

吉本教授が
兵庫県功労者表彰を受彰

兵庫教育大学の発展に多大なる貢献をしたとし
て、金度亨助教に対し、加治佐哲也学長から表
彰状の授与と記念品の贈呈が行われた。◎被
表彰者▶国際交流事業等における多大な功
績／金度亨助教（教育内容・方法開発専攻文
化表現系教育コース）

4月、神戸ハーバーランドキャンパスにイノベーティ
ブラボ（通称：神戸ラボ）を開設した。教師教育の
先導的モデルを研究開発する「先導研究推進機
構」の活動拠点。平成28（2016）年度に教職大
学院に開設予定の2コースのカリキュラム開発の
ほか、全国市区町村の教育長を対象とした教育行
政トップリーダーセミナーを全国7カ所で開催する。

吉本剛典教授
（認識形成系教
育コース）が平成
27（2015）年の
兵庫県功労者表
彰を受けた。長年
にわたり大学運
営と学術研究に
精励し大学教育
の振興に尽くした
功績をたたえられ
たもの。吉本教授は「多くの人に支えられながら、
教育と地域の振興に微力を注いできたことによ
るものだと思います」と喜びを語った。

　

褒
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、子

ど
も
は「
誰
か
に
自
分
を
認
め
て

も
ら
い
た
い
」と
い
う
欲
求
を
満
た

し
、自
己
存
在
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
褒
め
よ
う
」と
構

え
る
よ
り
は
、簡
単
な
言
葉
で
も

よ
い
の
で
、機
会
を
逃
さ
ず
、良
い

行
い
の
価
値
を
率
直
に
伝
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

褒
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
結
果
だ
け
で
は
な
く
、努
力
し

て
い
る
姿
や
そ
の
過
程
を
褒
め
る
。

②「
何
を
褒
め
る
か
」を
明
確
に

し
、具
体
的
に
褒
め
る
。

③
言
葉
や
態
度
に
喜
び
を
表
し
て
、

心
を
込
め
て
褒
め
る
。

の
3
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

③
の「
心
を
込
め
て
褒
め
る
」は
、

特
に
大
事
に
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
で

す
。子
ど
も
を
動
か
す
た
め
に
意

図
的
な
褒
め
言
葉
を
使
う
と
、う

わ
べ
だ
け
に
な
り
、か
え
っ
て
信
頼

関
係
を
浅
い
も
の
に
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
成
長

の
た
め
に
は
、時
に
は
厳
し
く
叱

る
こ
と
も
必
要
で
す
。正
す
べ
き

行
動
や
行
為
に
つ
い
て
は
、迅
速
か

つ
的
確
に
、毅
然
と
し
た
態
度
で

指
導
し
た
い
も
の
で
す
。

叱
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
人
格
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、

誤
っ
た
行
動
に
つ
い
て
叱
る
。

②
指
導
方
針
に
一
貫
性
を
持
ち
、

公
平
に
叱
る
。

③
成
長
を
促
す
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

短
く
、本
気
で
叱
る
。

の
3
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

叱
っ
た
後
は
、責
任
を
持
っ
て
見

守
り
や
見
届
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
褒
め
ら
れ

る
こ
と
が
好
き
で
す
。で
も
、叱
ら

れ
る
こ
と
も
嫌
い
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ど
ち
ら
も「
自
分
の
こ
と
を

し
っ
か
り
見
て
く
れ
て
い
る
」と
い

う
サ
イ
ン
だ
か
ら
で
す
。「
褒
め
る

こ
と
」「
叱
る
こ
と
」は
、教
員
と

子
ど
も
が
互
い
に
真
剣
に
、し
っ
か

り
と
向
き
合
う
瞬
間
で
あ
る
と
も

い
え
ま
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で

子
ど
も
の
発
す
る
サ
イ
ン
を
見
逃

す
こ
と
な
く
、積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

兵庫教育大学附属小学校教諭

玉
たま

木
き

敦
あつ

子
こ

キャンパストピックス
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学 長 室 か ら

加
か

治
じ

佐
さ

哲
てつ

也
や

学長

兵 庫教育大学の
子ども・子育て支援の
先導的取 組
　「子ども・子育て支援新制度」が平成27年4月に本格施行されました。これは、すべての子どもと子育て家

庭を対象に、幼児教育・保育と、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進する新しい仕組みです。わが国

の幼児教育や保育、子育て支援の量的・質的充実を図る上でエポックメーキングな制度改革といえますが、

国立大学はその実施者とされておりません。

　元来、教員養成系の国立大学には幼児教育を行う附属幼稚園が設置されています。今回の子ども・子育

て支援新制度の創設によって、就学前の子どもたちの育ちと学びは、幼保一体化（認定子ども園増設）や子

育て支援を包含する総合的・体系的仕組みの中で行われることとなりました。就学前の子どもたちの育ちと

学びを研究し、また育ちと学びを支援する専門職を養成することを任務とする大学は、その研究と教育の範

囲をこれらすべてに広げるべきです。新制度の対象とされていないからといってその機能を幼児教育（幼稚

園）に留めておくことでは、新制度のもとでのわが国の就学前の子どもたちの教育・保育や子育て支援に対

応できないと考えるべきです。

　兵庫教育大学はこのような考えのもと、教師教育の先導的モデルの構築をミッションとしていることもあり、

文科省の特別経費（研究プロジェクト）を受けて、本号の教育最前線に紹介のような研究と実践を組織的に

推進しています。就学前教育専門職養成を目的とした教育課程と研修プログラムの開発、子育て支援ルー

ム「GENKi」における実践研究などの成果をもとに、新制度における本学の存在意義を高めるべく、今後の

展開を次のように考えています。

　大学院において就学前教育専門職の養成を始めるとともに、地域において研修プログラムを実施します。

「GENKi」において培われた保育や子育て支援の機能を、附属幼稚園の幼児教育と統合・融合させて認

定こども園の設立を目指します。また、就学前に留まらず、学童保育（放課後児童クラブ）についても、施設を

更新し、対象児童を広げることで現在の取組を拡充します。これらを進めるためには、地元自治体の理解と協

力が不可欠であり、相互の支援や役割分担の仕組みをつくらなければなりません。

　こうした先導的な、現在の研究とこれからの取組は、教師教育の全国拠点としての本学のミッション遂行

の重要な一環となります。また、地域の子どもや家庭を対象とした本学の幼児教育・保育と子育て支援は、

研究にもとづく専門的知見によるものであり、公私立施設の提供するものとは異なることから、国立大学とし

て格段の地域貢献の役割を果たすことになるといえるでしょう。
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兵庫教育大学
からの
お知らせ

information

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

8月選抜
◦出願期間　7月16日㊍～24日㊎（必着）
◦試験日　8月22日㊏（筆記・口述）
◦合格者の発表　9月11日㊎10:00

11月選抜
◦出願期間　10月15日㊍～23日㊎（必着）
◦試験日　11月21日㊏（筆記・口述）
◦合格者の発表　12月4日㊎10：00

3月選抜
◦出願期間　28年2月4日㊍～12日㊎（必着）
◦試験日　28年3月5日㊏（筆記・口述）
◦合格者の発表　28年3月17日㊍10：00
※各選抜とも出願状況によっては試験日の翌日

にも試験を行う場合があります

※昼間クラスと夜間クラスのあるコースは昼夜開

講制です。昼間クラスは加東キャンパスで、夜間

クラスは主に神戸ハーバーランドキャンパス（神

戸市中央区）で開講します（昼間、夜間の区別が

ないコースは全て昼間クラスです）

入試課
 0795・44・2067　  0795・44・2069
 office-nyushi-t@hyogo-u.ac.jp

大学院学校教育研究科�
説明会
大学院学校教育研究科（修士課程、専門職
学位課程）の教育課程や専攻・コースの概要
などについて説明します。個別相談や修了生・
在学生の体験談を紹介する時間も設けます。
◦開催日 ※いずれも13：30から
加�東キャンパス�
10月10日㊏�
※午前中に施設見学（希望者のみ）を実施

神戸ハーバーランドキャンパス（神戸市中央区）�
7月11日㊏、9月12日㊏、26日㊏、28年
1月9日㊏、30日㊏

梅�田スカイビル（大阪市北区）�
9月19日㊏、28年1月23日㊏
AP品川アネックス（東京都港区）�
　9月26日㊏
福�岡朝日ビル（福岡市博多区）�
9月19日㊏
企画課

 0795・44・2359　  0795・44・2011
 office-kaikaku-t@hyogo-u.ac.jp

大学院入学相談室
大学院学校教育研究科（修士課程、専門職
学位課程）への入学希望者を対象に電話、フ
ァクス、メールで相談を受け付けます。
◦開設期間 ※いずれも平日のみ
　8月選抜　	 7月6日㊊まで
	 11月選抜　9月4日㊎～28日㊊�
3月選抜	 28年1月4日㊊～2月1日㊊
企画課

 0795・44・2359　  0795・44・2011
 office-kaikaku-t@hyogo-u.ac.jp

平成27年度学校教育学部�
オープンキャンパス
高校生やその保護者、高校の進路指導担当
者などを対象に開催します。
◦日時　7月19日㊐10:00〜16:00�

（受付9:30〜15：30）
◦場所　加東キャンパス
　詳細は本学ホームページをご確認ください。
入試課
 0795・44・2067　  0795・44・2069
 office-nyushi-t@hyogo-u.ac.jp

平成28年度�
大学院学校教育研究科学生募集
平成28（2016）年度の入学生を8月選抜、11月選抜、3月選抜の3回に分けて募集します。

修士課程

◆人間発達教育専攻 クラス 8月選抜 11月選抜 3月選抜

教育コミュニケーションコース
昼間 7人 3人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

幼年教育コース
昼間 7人 3人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

学校心理・発達健康教育コース
昼間 10人 5人 若干人

夜間 若干人 5人 若干人

臨床心理学コース
昼間 20人 10人 若干人

夜間 ― 10人 若干人

◆特別支援教育専攻

障害科学コース 15人 5人 若干人

特別支援教育コーディネーターコース 8人 2人 若干人

◆教育内容・方法開発専攻

認識形成系
教育コース

社会系教育分野
昼間 12人 5人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

自然系教育分野（数学、理科）
昼間 12人 6人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

文化表現系
教育コース

言語系教育分野（国語、英語）
昼間 14人 6人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

芸術系教育分野（音楽、美術）
昼間 10人 5人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

行動開発系教育コース 昼間 14人 6人 若干人
スポーツ健康系教育分野（保健体育） 　

応用生活系教育分野（技術・家庭、工業、情報） 　夜間 若干人 若干人 若干人

専門職学位課程（教職大学院）

◆教育実践高度化専攻 クラス 8月選抜 11月選抜 3月選抜

学校経営コース
昼間 10人 5人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

授業実践開発コース
昼間 20人 10人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

生徒指導実践開発コース
昼間 10人 5人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

小学校教員養成特別コース 20人 10人 若干人

※平成28年度から、専門職学位課程（教育実践高度化専攻）において、上記4コースに加えて新たに
「教育政策リーダーコース」（定員5人）と「グローバル化推進教育リーダーコース」（定員5人）を設置する
計画です。開設準備が整い次第、当該コースに係る学生募集要項を公表し、入学者選抜を行う予定です

兵庫教育大学モバイルサイト
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★今号のテーマは、「就学前教

育」です。子育ての悩みを気軽

に相談できる相手が身近にいな

いなど、子育て世代の親の孤立

化が問題となっています。このよ

うな状況が乳幼児虐待の一つ

の要因ではないかともいわれて

います。兵教大では、子育て支

援ルーム「GENKi」を開設しまし

た。この「GENKi」が子育て世

代、祖父母世代といった多世代

交流の場、就学前教育の場にな

れば幸いです。（つ）

★「データで見る兵教生」では

「オープンキャンパス・大学院説

明会」を取り上げました。ともに、

兵教大を知る絶好の機会です。

参加者には兵教グッズの配布も

ありますので進路に迷っている

方はぜひご参加ください。（や）

※バックナンバーは兵庫教育大

学ホームページでご覧ください

編 集 後 記

この印刷物は再生紙を使用しています。

携帯電話スマートフォン
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